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妊
婦 

乳
児

　
　

健
康
診
査
事
業

１
１
９
７
万
３
千
円

  

神
楽
会
館（
仮
称
）

　
　
　
　

新
築
事
業

５
億
９
３
４
万
２
千
円

251億3,000万円
一般会計の主な事業

母
子
と
も
に
健
康
で
安
全

な
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か

ら
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費

負
担
の
回
数
を
２
回
か
ら
５

回
に
拡
大
す
る
も
の
。

ま
た
、
乳
児
の
身
体
的
・

精
神
的
発
育
の
確
認
の
た

め
、
乳
児
健
康
診
査
の
公
費

負
担
を
２
回
実
施
す
る
。

神
楽
会
館
（
仮
称
）
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

重
ね
て
、
建
設
す
る
こ
と
に

至
っ
た
。

　

平
成
21
年
３
月
完
成
に
向

け
た
建
設
事
業
費
。

三
重
高
校
の
土
地
・
建
物

を
県
よ
り
購
入
し
、
利
用
希

望
の
あ
る
学
校
法
人
に
貸
し

付
け
る
計
画
。

　

そ
の
利
用
に
よ
り
、
経
済

効
果
及
び
社
会
的
効
果
が
見

込
ま
れ
、
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。

　
【
市
債
】

　
　

 

３
億
４
４
５
０
万
円

　
【
一
般
財
源
】

 　
　
　
　
　

１
８
１
７
万
円

  

三
重
高
校
跡
地

　
　
　

利
活
用
事
業

３
億
６
２
６
７
万
円

３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
の
16
日

間
の
会
期
で
開
催
、
議
案
93
件
（
条
例
制
定
や
一
部
改

正
、
32
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
補
正
予
算
及
び

新
年
度
予
算
、
承
認
１
件
、
諮
問
１
件
）
と
議
員
発
議

４
件
、
請
願
・
陳
情
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

県
と
共
同
で
設
置
す
る
「
豊
後
大
野
市
の
地
域
医
療

を
守
る
た
め
の
公
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
に

関
す
る
予
算
（
補
正
予
算
第
５
号
）
を
全
会
一
致
で
承

認
し
、
ま
た
三
重
高
校
跡
地
利
活
用
事
業
・
神
楽
会
館

（
仮
称
）
建
設
事
業
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
、
議
論
の
末
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
般
質
問
に
は
14
名
が
立
ち
、三
重
高
校
跡
地

利
用
や
公
立
病
院
の
医
師
確
保
な
ど
、市
民
生
活
に
密

着
し
た
質
問
で
市
長
な
ど
の
見
解
を
質た
だ

し
た
と
こ
ろ
で

す
。

３月定例会３月定例会
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会　　計　　名 平成 20 年度 平成 19 年度当初 前年度比

一 般 会 計 251 億 3,000 万円　　 235 億 8,000 万円 　　   6.6％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 54 億 8,805 万円　　 51 億 3,026 万 4 千円 7.0％

国民健康保険直営診療所 ( 清川 ) 5,129 万 7 千円 7,050 万 8 千円 △ 27.2％

介護保険直営診療所（清川） 12 万 2 千円 59 万 2 千円 △ 79.4％

老 人 保 健 6 億 9,466 万 8 千円 75 億 4,253 万 3 千円 △ 90.8％

後 期 高 齢 者 医 療 5 億 8,388 万 6 千円 0

介 護 保 険 51 億   443 万 3 千円 46 億 4,988 万 3 千円 9.8％

農 業 集 落 排 水 1 億 9,317 万 1 千円 1 億 9,043 万 8 千円 1.4％

公 共 下 水 道 1 億 1,182 万 7 千円 1 億   646 万 8 千円 5.0％

浄 化 槽 施 設 6,005 万 8 千円 5,891 万 3 千円 1.9％

簡 易 水 道 3 億 9,662 万 7 千円 3 億 6,584 万 7 千円 8.4％

計 126 億 8,413 万 9 千円 181 億 1,544 万 6 千円 △ 30.0％

会　　計　　名 平成 20 年度 平成 19 年度当初 前年度比

企　

業　

会　

計

上
水
道
特
別
会
計

収
益
的

収入（水道料など） 2 億 7,026 万円　　 2 億 7,692 万 4 千円 △ 2.4％

支出（事務費、人件費など） 2 億 4,560 万円　　 2 億 3,286 万円　　 5.5％

資
本
的

収入（起債、国庫補助金など） 573 万 9 千円 2,186 万 9 千円 △ 73.8％

支出（工事請負費など） 7,655 万 5 千円 1 億 4,471 万 9 千円 △ 47.1％

公
立
お
が
た
総
合

病

院

特

別

会

計

収
益
的

収入（医業収益など） 22 億 8,582 万 5 千円 22 億 8,656 万 6 千円 △ 0.03％

支出（人件費、医薬品など） 23 億 2,937 万 5 千円 23 億 6,030 万 5 千円 △ 1.3％

資
本
的

収入（一般会計繰入金など）  1 億 3,972 万 1 千円  1 億   534 万円     　 32.6％

支出（起債償還金など） 2 億 2,897 万 5 千円 1 億 7,922 万 1 千円 27.8％

一般会計6.6%の伸び！！

平成 20年度

◆
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▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　

制
度
堅
持
を
求
め
る
請

　

願

決　議

大
分
県
は
、
去

る
１
月
、
豊
後
大

野
市
に
対
し
て「
公

立
お
が
た
総
合
病

院
」
と
「
県
立
三

重
病
院
」
の
統
合

を
申
し
入
れ
て
き

ま
し
た
。

市
は
、
統
合
を

前
提
と
し
な
い「
地

域
医
療
を
守
る
た

め
の
公
立
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
共
同
設
置

を
県
に
対
し
て
申

し
入
れ
る
こ
と
を

提
案
し
、
市
議
会

は
議
会
全
員
協
議

会
で
話
し
合
い
の

結
果
、
了
承
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
平
成
20
年
第
１
回
定

例
会
で
、
市
お
よ
び
大
分
県
に
対
し

て
、
本
市
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、「
公
立
お
が
た
総

合
病
院
」
の
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
と
、

併
せ
て
「
県
立
三
重
病
院
」
の
存
続
を
強
く
求
め
る
決
議

を
し
ま
し
た
。

豊後大野市の地域医療を守るため、「公立おがた総
合病院」の医師不足の解消と「県立三重病院」の存
続を求める決議

　大分県は、去る１月、豊後大野市に対して「公立おがた総

合病院」と「県立三重病院」との統合を申し入れてきた。

本市は、この提示を受け、統合を前提としない「地域医療

を守るための公立病院のあり方検討委員会」の設置を県に対

して申し入れ、市は県と共同で同委員会の設置を図ったとこ

ろである。

本市内にある「公立おがた総合病院」と「県立三重病院」は、

本市のみならず豊肥県南地域医療の中核的な役割を担ってお

り、さらに両病院は二次救急医療施設として、また、へき地

医療拠点病院としての機能の維持が期待され、その重要性は

今後ますます増大するものと思慮される。

しかしながら、全国的に深刻化する医師不足から両病院と

も厳しい環境下に置かれ、地域住民の将来への不安は募るば

かりである。

豊後大野市議会は、住民の代表として市民の暮らしと健康、

命を守るため、両公立病院の機能及び経営基盤の充実強化を

訴え、地域住民の期待と負託に応えなければならない

よって、豊後大野市議会は、豊後大野市及び大分県に対し

て、本市の地域医療を守るため、「公立おがた総合病院」の

医師不足解消のための抜本的な対策と、併せて「県立三重病

院」の存続を強く求めるものである。

以上、決議する。

　　平成 20 年３月 19 日

　　　　　　　　　　　　大分県豊後大野市議会

　　　　　　　　　　　　　　議長　若　松　成　次　

地
域
住
民
の
期
待
と
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
県
に
対

し
、
豊
肥
県
南
地
域
医
療
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
両

病
院
の
重
要
性
と
、
住
民
の
暮
ら
し
と
健
康
、
命
を
守

る
公
立
病
院
の
機
能
及
び
経
営
基
盤
の
充
実
強
化
を
訴

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策

と
、「
県
立
三
重
病
院
」
の
存
続
を
強
く
求
め
て
い
く

こ
と
、
併
せ
て
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
推
移
を
検

証
し
、
豊
後
大
野
市
の
地
域
医
療
を
後
退
さ
せ
な
い
た

め
に
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

・
委
員
の
定
数

　
　
　

議
長
を
除
く
議
員
全
員
の
30
人

　

・
調
査
の
期
間

　
　
　

平
成
21
年
３
月
定
例
会
ま
で

特別委員会を設置

豊後大野市の地域医療を考える
請
願

陳
情

▼
陳
情
書

　

（
緒
方
町
総
合
運
動
公
園

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
つ

い
て
）

・
８
コ
ー
ト
を
10
コ
ー
ト
に

　

整
備

▼
要
望
書

　

（
市
道
「
伏
野
新
田
線
・

久
原
柳
瀬
線
」
整
備
促
進

に
つ
い
て
）

　

・
２
車
線
道
に
し
て
ほ
し

　

い
。　

採
択

採
択

地
域
医
療
を
守
れ

継
続
審
査
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豊
後
牛
の
振
興
を　

　
　
　
　

   

〜
増
頭
対
策
で
〜

　

畜
産
（
肉
用
牛
）
は
、
本
市

農
業
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
拡

大
可
能
な
部
門
で
あ
る
。

　

推
進
方
策
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

４
月
よ
り
子
牛
市
場
が
毎
月

開
催
と
な
り
、
新
し
い
施
設
や

設
備
を
設
置
予
定
で
す
。

　

今
後
も
市
場
開
設
者
へ
整
備

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

増
頭
対
策
は
、
貸
付
事
業
な

ど
、
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

職
員
養
成
は
、

訓
練
計
画
に
基
づ

き
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
　
　

市
長

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
本

庁
舎
な
ど
市
の
施

設
６
箇
所
の
ほ
か
、

県
関
連
施
設
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

20
年
度
は
、
小

中
学
校
、
支
所
、

公
民
館
な
ど
公
共

施
設
に
41
台
設
置

の
予
定
で
す
。

　
　
　

老
朽
化
の
激
し
い
市
営
住
宅

　
　
　

の
対
策
は
。

　
　
　

建
設
部
長

　

市
内
43
か
所
、
９
７
１
戸
を
管
理

し
、
一
番
古
い
も
の
は
、
55
年
を
経

過
し
て
い
ま
す
。

　

入
居
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
建
設
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

あんどう　とよさく

安
藤
豊
作

質 

答

答

答

あさの　ますみ

浅
野
益
美

　
　
　

道
路
整
備
の
格
差
を
ど
う
す
る
。

　
　
　

市
長

豊
後
大
野
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ

し
た
市
政
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　
　

建
設
部
長

　

市
道
牛う
し
く
び首
線
に
つ
い
て
は
、
２
年
短
縮

し
、
26
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

　

県
道
緒
方
・
朝
地
線
の
猿さ
る
と
び飛
橋
・
小
野

質 

■
均
衡
あ
る
市
の
発
展
は

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
公
平
な
行
政
を
め
ざ
し
ま
す
〜

　
　
　

用
ゆ
う
じ
ゃ
く作
公
園
も
み
じ
祭
り
期
間

　
　
　

の
渋
滞
対
策
は
。

　
　
　

建
設
部
長

　

用
作
公
園
へ
の
客
の
増
大
を
図
る

た
め
に
も
、
道
路
整
備
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
南
部
幹
線
に
広
域
農

道
が
接
続
す
る
こ
と
か
ら
、
志
賀
・

宮み
や
お生

間
1.8
㎞
の
改
良
事
業
に
21
年
度

か
ら
着
手
す
る
予
定
で
す
。　

質 答

　

県
広
域
消
防
体

制
に
対
す
る
市
の

考
え
は
。

　

若
い
消
防
職
員

の
資
格
取
得
が
急

が
れ
る
と
思
う
が
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

設
置
計
画
は
。

答 質 

質 答

■大丈夫か常備消防体制
　　　　　　　　～強化します～ 　

　
　

消
防
長

　

県
内
一
本
化
が
望
ま
し

い
と
の
考
え
の
も
と
、「
消

防
力
強
化
推
進
に
係
る
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

答

▲高値が期待されます　豊肥家畜市場（竹田市）

秋は紅葉が見ごろです　用作公園（朝地町）

ト
ン
ネ
ル
間

は
、
ル
ー
ト

選
定
な
ど
を

県
と
検
討
中

で
す
。
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総
務
部
長

　

本
市
の
非
正
規
職
員

は
、
３
０
７
名
で
す
が
、

福
利
厚
生
・
賃
金
な
ど
で

格
差
が
生
じ
て
い
る
の
は

事
実
で
す
。

　

格
差
に
つ
い
て
は
、
国

の
方
針
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
県
や
他
市
、
民
間

企
業
の
状
況
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

な
お
、
正
規
職
員
は
も

ち
ろ
ん
、
非
正
規
職
員
も

含
め
て
、
減
員
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

未
使
用
の
公
共
建
物
の

数
と
、撤
去
す
る
計
画
は
。

ま
た
、
費
用
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

一
部
使
用
し
て
い
る
建

物
を
含
め
、
15
施
設
が
あ

り
ま
す
。
撤
去
を
計
画
し

て
い
る
建
物
は
、
２
施
設

（
朝
地
池
田
老
人
軽
作
業

場
、
旧
大
野
西
部
警
察
官

駐
在
所
）
で
す
。

　

撤
去
費
用
は
、３
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

しゅとう　まさみつ

首
藤
正
光

■
支
所
を
充
実
せ
よ

　
　
　
　

〜
日
常
的
な
連
携
を
図
る
〜

質 答

■公共施設の見直しは
　　　　　　 　～２施設を撤去～

適化法とは？

「補助金等に係る予算の執

行の適正化に関する法律」の

通称。

　内容は、補助金などで建設

した施設の目的外使用を規制

するもの。

炊
き
た
て
ご
飯
で
、

　

  
食
教
育
の
推
進
を

〜
調
理
場
方
式
を
採
用
〜

　

給
食
米
飯
は
、
自
校

で
の
炊
飯
を
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

教
育
次
長

　

本
市
は
、
食
品
衛
生
管

理
や
作
業
の
効
率
、
安
全

な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
共
同
調
理
場
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

質 答

わたなべ　かずふみ

渡
邊
一
文

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
支
所
機
能
の
あ

り
方
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

本
庁
・
支
所
の
業
務
分

担
を
行
う
と
と
も
に
、
連

携
体
制
を
明
示
し
た
業
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
部
署
で

作
成
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

支
所
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、基
本
的
な
接
遇
、

適
切
な
対
応
な
ど
、
職
員

の
資
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
。

　

ま
た
、
指
揮

命
令
系
統
、
担

当
部
署
間
の
意

思
疎
通
な
ど
、

日
常
的
な
連
携

と
Ｉ
Ｔ
化
に
よ

り
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
処
理

が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま

す
。

質 答

賃
金
格
差
の
解
消
を

　
　

〜
検
討
し
た
い
〜

　

正
規
職
員
と
非
正
規

職
員
の
格
差
是
正
に
つ
い

て
、
国
の
施
策
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、市
の
考
え
は
。

質 

答

▲ご苦労様でした  ( 旧大野西部駐在所 )

▲頼りにされている支所（緒方町）

　

そ
の
ほ
か
の
未
使
用
施

設
は
、
適
化
法
の
関
係
か

ら
現
在
の
と
こ
ろ
撤
去
す

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。



7

に
し
、
効
果
的

な
捕
獲
事
業
を

実
施
し
た
い
。

　

捕
獲
し
た
シ

カ
を
食
肉
と
し

て
利
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

産
業
経

　
　
　

済
部
長

　

積
極
的
に

取
り
組
む
団
体

な
ど
に
、
側
面

か
ら
支
援
し
た

い
。

　

山
林
で
は
、
成
木
の
樹じ
ゅ

皮ひ

は剥
ぎ
、植
林
し
た
幼
木
・

ク
ヌ
ギ
の
新
芽
・
椎
茸
の

採
食
被
害
が
多
く
、
電
気

柵
な
ど
の
設
置
や
捕
獲
に

よ
り
被
害
の
抑
制
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
（
銃
）
取
得

者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
対
応
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

猟
友
会
と
の
連
携
を
密

マ
ナ
ー
を
守
れ

　

〜
広
報
な
ど
で
啓
発
〜

　

粗
大
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法

投
棄
の
防
止
策
は
。

　
　
　

生
活
環
境
部
長

　

職
員
に
よ
る
監
視
活
動

や
、
豊
後
大
野
県
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
産
業
廃
棄
物

監
視
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。

あかみね　けんじ

赤
嶺
謙
二

　

合
併
か
ら
３
年
、
県
の

対
応
に
は
腹
立
た
し
さ
を

感
じ
る
。

　

跡
地
を
３
億
６
２
７
０

万
円
で
買
い
、
後
藤
学

園
に
無
償
貸
付
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　

市
長

　

後
藤
学
園
は
、
三
重

町
に
藤と
う
か華
医
療
技
術
専

門
学
校
を
開
設
し
、
現
在

３
０
０
名
以
上
の
学
生
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
計
画
に
よ
る
と
、

学
科
の
増
設
や
助
産
師
学

科
の
新
設
、
国
際
製
菓
調

理
専
門
学
校
の
本
市
へ
の

移
転
で
２
４
０
名
の
学
生

質 

答

　

学
校
給
食
は
安
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
手
づ
く
り
で
〜

　

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
が
発
生
し
た
。

給
食
は
大
丈
夫
か
、
使
用
し
て
い
た
の
で

は
と
不
安
に
な
っ
た
。

状
況
は
。

　
　
　

教
育
次
長

　

調
査
の
結
果
、
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
手
づ
く
り
の
率
を
高
め
た
い
。

おの　じゅんいち

小
野
順
一

質 答

■広がる鳥獣被害
　　　～電気柵や捕獲により～

答

質 答

質 

■
三
重
高
校
跡
地

　
　
　
　

有
償
と
す
べ
き

　
　
　
　
　

〜
無
償
貸
付
と
し
た
い
〜

増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、楊よ
う
し
か
ん

志
館
高
校（
後

藤
学
園
経
営
）
の
部
活
動

の
利
用
計
画
な
ど
も
あ

り
、
こ
れ
ら
が
実
現
す
れ

ば
、
年
間
約
２
億
７
千
万

円
の
経
済
波
及
効
果
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
誘
致
と
同
様
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、無
償
貸
付
と
し
た
い
。

質 答

　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
よ

る
農
林
業
へ
の
被
害
状
況

と
対
策
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

田
畑
へ
の
被
害
は
、
18

年
度
で
約
36 

ha
、
５
９
０

０
万
円
、
19
年
12
月
末
で

約
34 

ha
、４
０
０
０
万
円
。

▲希望に満ちた入学式（藤華医療技術専門学校）

答

▲あとを絶たない不法投棄

質 
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市
長
は
、
市
民
の
声
を

も
っ
と
真し

ん

し摯
に
受
け
止
め

よ
。

　
　
　

企
画
部
長

　

複
合
型
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
有
効
活
用
、

建
設
か
ら
後
の
維
持
管
理

に
か
か
る
ま
で
の
コ
ス
ト

低
減
、
市
民
皆
様
の
利
便

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

保
険
福
祉　

　
　

 　

部
長

　

平
成
20
年
度
に
策

定
す
る
老
人
保
健

福
祉
計
画
の
実
態
調

査
に
よ
り
、
乗
り
合

い
バ
ス
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
を

含
め
、
交
通
手
段
の

あ
り
方
を
検
討
し
た

い
。

　

２
５
２
区
あ
る
行
政
区

を
１
３
６
区
に
再
編
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
２
年

以
上
経
過
す
る
。

進
捗
状
況
は
。

みやなり　あきよし

宮
成
昭
義

■高齢者の利便を図れ
　　　  ～交通手段を検討～

　

交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
、
特
に
バ
ス
停
が

遠
く
に
あ
る
交
通
弱
者
へ

の
対
策
は
。

ごとう　あきこ

後
藤
章
子

質 

答

質 

答

■
市
行
政
を
問
う

　
　
　

〜
複
合
型
庁
舎  

検
討
に
値
す
る
〜

複
合
型
総
合
庁
舎
は
、

市
の
財
政
計
画
と
整
合
性

が
あ
る
の
か
。

節せ
っ
そ
う操
の
な
い
行
政
推
進

は
危
険
極
ま
り
な
い
し
、

市
民
の
願
い
に
逆
行
し
て

い
る
。

質 

答

三
重
高
校
跡
地
の

　
　
　
　
　

活
用
は

無
償
で
し
か
貸
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
市
の
公
共

施
設
と
し
て
の
活
用
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

　

（
答
弁
な
し
）

鳥
獣
被
害
を　
　
　

　
　

防
ぐ
た
め
に

　

〜
現
状
の
負
担
率
で
〜

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
で
行
な
う
、
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
防
護
柵
設
置

事
業
の
農
家
負
担
軽
減

を
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

ほ
か
の
事
業
で
、
す
で

に
防
護
柵
を
設
置
し
て
い

る
地
域
も
あ
り
、
負
担
の

整
合
性
に
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
現

状
の
負
担
率
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

質 答質 答

▲「御用」となったイノシシ

▲早くバスが来ないかな

足
並
み
が
揃
う
の
か

　
　
　
　
　
　

〜
達
成
に
努
力
〜

　
　
　

総
務
部
長

　

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
捉と
ら

え
て
い
ま
す
。

　

再
編
否
定
は
少
な
く
平

成
21
年
度
ま
で
に
実
現
す

べ
く
、
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
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教
育
次
長

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
充
実

強
化
し
、
商
品
名
や
納
入

業
者
、
製
造
し
た
国
や
工

場
、
主
原
料
の
産
地
な
ど

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

旬
の
野
菜
を
使
っ
て
手

作
り
の
度
合
い
を
高
め
る

な
ど
、
献
立
を
工
夫
し
て

価
格
上
昇
へ
の
対
応
策
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
費
の
収
納

率
を
上
げ
る
よ
う
連
携
を

取
っ
て
い
き
ま
す
。

えとう　たつや

衞
藤
竜
哉

■安心・安全な食を
　　　　～産地確認など  

　　　　　　　チェックを強化～

中
国
製
食
品
の
安
全
性

が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
食
し
ょ
く

す
給

食
の
食
材
は
、
充
分
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
原
油
価
格
高
騰

の
な
か
、
給
食
費
へ
の
影

響
は
。

えとう　ちよこ

恵
藤
千
代
子

質 

答

地
域
間
競
争
に
対
応
す

る
た
め
、
観
光
施
策
を
強

化
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

市
観
光
協
会
を
始
め
と

し
た
観
光
関
連
団
体
や
商

工
会
・
事
業
所
、
そ
し
て

市
民
と
が
連
携
し
た
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

四
季
の
写
真
で
構
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
や
名
刺
を
つ

く
っ
て
、
わ
ず
か
な
経
費

で
手
軽
に
市
の
宣
伝
、
Ｐ

Ｒ
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

質 答

■三重総合高校を
　　　　　育てよう
　～育成会の設立には協力～

　

地
域
の
発
展
を
担
う
人

材
の
育
成
は
。

　
　
　

教
育
長

　

三
重
総
合
高
校
の
体
育

施
設
の
整
備
、
優
秀
な
部

活
指
導
者
の
確
保
を
、
県

教
育
委
員
会
へ
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

質 答

卒
業
生
の
雇
用
促
進

は
、
関
係
各
課
と
連
携
を

図
り
、
地
元
企
業
関
係
者

と
情
報
交
換
の
場
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
取
り
組
み

た
い
。

育
成
会
は
、
設
立
に
向

け
、働
き
か
け
を
し
た
い
。

発
達
障
が
い
児
の

　
　
　
　
　

支
援
を

　
　
　

〜
体
制
を
強
化
〜

　

発
達
障
が
い
児
の
早
期

発
見
、
支
援
の
た
め
、
５

歳
児
健
診
の
実
施
は
。

　

ま
た
、
育
児
、
療
育
・

教
育
支
援
の
連
携
と
協
力

体
制
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
部
長

　

現
状
の
就
学
時
健
診
を

保
護
者
同
伴
と
し
て
、
健

診
時
期
な
ど
も
考
慮
し
た

い
。

　

県
の
巡
回
相
談
、
市
の

幼
児
精
密
健
診
の
受
診
を

勧
め
る
ほ
か
、
保
育
所
、

幼
稚
園
を
回
り
情
報
交
換

を
し
た
り
、
市
教
委
主
催

の
特
別
支
援
連
絡
協
議
会

な
ど
と
、
連
携
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
支
援
体
制
の

フ
ロ
ー
図
を
つ
く
り
、
よ

り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

質 

答

▲若さと笑顔があふれています

▲毎年２月に開催されるどんど焼き（大野町）

観
光
Ｐ
Ｒ
を

〜
絵
葉
書
・
名
刺
を

　
　
　
　

つ
く
り
ま
す
〜

※
そ
の
ほ
か
の
質
問

市
の
組
織
体
制
を
見
直
せ
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新
興
感
染
症
に
よ
る
感

染
爆
発（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

が
危
惧
さ
れ
る
。
全
国
同

時
多
発
的
に
起
こ
り
、
外

部
か
ら
の
救
援
も
見
込
め

な
い
状
況
下
で
市
民
の
生

命
を
ど
う
守
る
。

　
　
　

病
院
事
業
管
理
者

　

本
病
院
が
第
２
種
感
染

症
指
定
医
療
機

関
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、公
立
医

療
機
関
と
し
て

患
者
の
診
療
・

治
療
に
あ
た
り

ま
す
。

　

　

保
健
福

 　
　

 

祉
部
長

　

健
康
危
機
管

理
強
化
会
議
の

中
で
市
内
医
療

機
関
と
連
携
し

て
対
策
に
早
急

に
取
り
組
み
ま

す
。　

　
　
　

教
育
長

　

30
人
以
下
学
級
は
、
小

学
校
１
、２
年
生
と
、
20

年
度
か
ら
中
学
校
１
年
生

が
対
象
。

　

２
複
式
学
級
の
学
校
に

は
、
臨
時
講
師
１
名
を
配

置
。

　

特
別
支
援
は
、
臨
時
講

師
９
名
、
支
援
員
10
名
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
調
査
は
、
19
校
20

棟
を
調
査
済
み
。

　

20
年
度
４
校
２
園
８
棟

を
調
査
し
、
早
期
に
改
修

計
画
を
立
て
ま
す
。

こうじな　そうさく

神
志
那
宗
作

　

30
人
以
下
学
級
の
拡

大
、
複
式
学
級
支
援
教
員

お
よ
び
特
別
支
援
教
員
の

配
置
、
校
舎
な
ど
の
耐
震

改
修
計
画
は
。

質 

■教育条件の整備を
　 　～耐震調査は４校２園を実施～

答

三
重
病
院
・
お
が
た

　
　

  

病
院
の
存
続
を

　

〜
医
師
確
保
に

　
　
　

取
り
組
み
ま
す
〜

　

県
知
事
の「
統
合
協
議
」

の
提
案
は
、
重
大
な
約
束

違
反
。

　

統
合
に
は
、
断
固
反
対

を
。

　

医
師
確
保
対
策
チ
ー

ム
、
医
学
生
奨
学
金
制
度

を
つ
く
っ
て
医
師
確
保
に

全
力
を
尽
く
せ
。

　
　
　

企
画
部
長

　

提
案
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
県
と
共
同
で
設
置
し
ま

し
た
。

　
　
　

病
院
事
業
管
理
者

　

医
師
確
保
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

奨
学
金
制
度
は
、
現
時

点
で
は
困
難
で
す
。

※
豊
後
大
野
市
の
地
域
医
療
を
守
る
た

め
の
公
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

はしもと　ゆうすけ

橋
本
祐
輔

答 質 答

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

〜
緊
急
時
に
備
え
体
制
を
強
化
〜

質 答

答

薬
害
被
害
お
よ
び

　

  

不
安
に
対
処
せ
よ

　
　

〜
カ
ル
テ
を
開
示
〜

　

公
立
お
が
た
総
合
病
院

で
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
投

与
に
つ
い
て
、
患
者
・
家

族
へ
の
情
報
公
開
と
説
明

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
可

能
か
。

　
　
　

病
院
事
業
管
理
者

　

昨
年
12
月
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
16
件
あ
り
、
内
５

件
は
カ
ル
テ
の
保
存
年
限

を
超
え
て
い
た
た
め
、
確

認
で
き
な
い
旨
を
伝
え
、

11
件
は
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン

製
剤
使
用
の
有
無
を
伝
え

ま
し
た
。

今
後
も
問
い
合
わ
せ
が

あ
れ
ば
調
査
し
た
上
で
早

期
に
回
答
し
ま
す
。

　

カ
ル
テ
は
、
訴
訟
目
的

と
言
わ
な
け
れ
ば
原
則
と

し
て
開
示
し
ま
す
。

質 答

▲入園おめでとう（通
とおりやま

山幼稚園 犬飼町）

※
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農
業
へ
の
助
成
は

〜
３
５
２
万
円
を
計
上
〜

　

原
油
価
格
高
騰
に
よ

り
、施
設
園
芸
農
家
な
ど
、

経
営
に
深
刻
な
影
響
が
懸け

念ね
ん

さ
れ
る
。

支
援
策
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

大
き
な
影
響
を
受
け
る

施
設
園
芸
（
イ
チ
ゴ
・
こ

ね
ぎ
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
・

花
き
）
に
対
し
、
二
重
カ

ー
テ
ン
に
よ
る
多
層
化
や

暖
房
機
導
入
に
対
し
て
助

成
を
し
ま
す
。

■
施
策
方
針
の
方
向
性
は

　
　
　

〜
市
民
の
目
線
で
考
え
行
動
〜

きよた　まんさく

清
田

作

質 

答

　

行
政
改
革
が
喫き
っ
き
ん緊
の
課

題
で
あ
る
と
の
捉と
ら

え
の
な

か
で
、
協
働
・
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
、
自
己
決
定
・

自
己
責
任
、
情
報
の
提
示

や
説
明
責
任
な
ど
の
重
要

性
を
提
唱
し
て
い
る
が
、

単
な
る
提
唱
や
一
方
的
に

市
民
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
呼
び
か
け
の
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ

る
。

そ
の
方
針
と
現
実
の
状

況
と
の
較か

く

さ差
は
余
り
に
も

大
き
い
。

　

畜
産
法
人
誘
致
に
お
け

る
対
応
を
例
に
そ
の
見
解

を
伺
う
。

　

こ
の
際
、
認
識
を
新
た

に
し
て
、
本
市
の
主
体
性

と
絶
対
的
必
要
性
に
根
ざ

し
た
市
民
の
立
場
で
の
目

線
で
対
応
を
望
む
が
。

　
　
　

市
長

　

地
方
分
権
改
革
が
推
進

さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
に

は
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
行
政

改
革
を
着
実
に
遂
行
し
、

自
立
し
た
基
礎
自
治
体
と

し
て
の
行
財
政
基
盤
の
確

立
や
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
説
明
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
、
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
行
政
施

策
の
展
開
を
心
が
け
、
市

職
員
の
意
識
の
徹
底
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
立
・
安
心
・
元
気
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
施
策
を
集
中
的
に

展
開
し
、
本
市
の
地
域
力

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

えとう　まさひろ

藤
正
宏

質 答

■職員の力が必要
　 ～一人ひとりが自覚 ～

　

市
長
の
行
政
理
念
に
、

行
政
基
盤
の
確
立
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
、
加
え
て

本
年
は
『
自
立
・
安
心
・

元
気
』
の
３
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
示
し
て
い
る
。

　

職
員
へ
の
周
知
と
展
開

は
ど
の
よ
う
に
。

　
　
　

市
長

　

市
政
を
担
当
し
て
４
年

目
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職

員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と

職
務
に
対
す
る
厳
し
い
姿

勢
を
も
ち
、
問
題
や
課
題

の
把は
あ
く握

に
努
め
る
よ
う
徹

底
し
ま
す
。

質 答

▲質問に答える市長

▲ハウスの中で咲き誇るスイートピー
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ふるさとを

－ 大野町夏
なたせ

足（原
はる

地区）－

▲明治 43 年に 500 キロワットの発電量を備えていた水力発電所跡地

斉
さいとう

藤　正
ただし

さん　　　　　　　　　　戸
とうえ

上　富
とみかつ

勝さん
原地区の歴史を熱く語ってくれました

夏足(原)

沈堕の滝

特集

豊後大
野市

議会交
通

市役所

　

こ
こ
に
は
、
安
政
３
年
に
建
立
さ
れ
た
鳥
居
や
女
性
の
神

様
を
奉
っ
た
春か
す
が
ぐ
う

日
宮
牧ひ
ら
お
か
し
ゃ

岡
社
が
あ
り
、
地
区
の
歴
史
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

　

隣
に
は
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
立
派
な
貯
水
槽
が
あ
り
、

今
は
水
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
昔
は
30
分
か
け
て
水
を

担
い
で
運
ん
だ
苦
労
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

沈
堕
の
滝
の
側そ
ば

に
は
、
発
電
所
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
37
年
に
着
工
し
、
西
洋
技
術
を
取
り
入
れ
た
石
造
建
築

物
で
多
額
の
費
用
を
か
け
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

電
力
は
家
庭
は
も
と
よ
り
、
別
府
・
大
分
間
の
電
車
を
走

ら
せ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
雪
せ
っ
し
ゅ
う舟

ゆ
か
り
の
沈
堕
の
滝
と
と
も
に
、
大

き
な
文
化
遺
産
で
す
。

　

本
庁
を
出
発
し
て
15
分
。
沈ち
ん
だ堕

の
滝
を
左
に

見
な
が
ら
高
台
へ
進
む
と
、
そ
こ
に
は
一
面
に

た
ば
こ
畑
が
広
が
り
、
祖
母
・
傾
・
久
住
の
山
々

や
神じ
ん
か
く角

寺じ

、
三
重
町
の
佩は
い
だ
て
さ
ん

楯
山
な
ど
の
素
晴

ら
し
い
景
色
が
見
渡
せ
る
大
野
町
夏な
た
せ足

の
原は
る

区

（
22
戸
・
約
70
人
）
が
あ
り
ま
す
。

　

作
物
は
た
ば
こ
、
ピ
ー
マ
ン
、
甘か
ん
し
ょ藷

、
大
分

豊と
よ

の
シ
ャ
モ
な
ど
で
す
。

▲広大なたばこ畑の先には、女性の神様を奉った春日宮があった

訪ねて

石 

文
化
の
里

水
と
畑
と



13

農業で未来を

三重高校卒業式・閉校式
　　　　　　　　に出席して

私
は
、
千
歳
町
で
水
稲
、

肉
用
牛
繁
殖
の
複
合
経
営
を

両
親
・
妻
の
４
人
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
就
農
し
た
当
時
は
、

若
い
後
継
者
が
市
内
に
は
い

な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
は
、
牛
の

市
場
に
行
く
た
び
、
若
い
人

た
ち
を
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、
若
者
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
農
業
の
確
立
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

農
作
物
の
生
産
な
ど
、
一
歩

進
ん
だ
農
業
経
営
に
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
・
・
・

　

ど
う
か
若
い
人
達
の
声
を

聴
い
て
ほ
し
い
!!

　

子
ど
も
達
の
未
来
を
考
え

る
な
ら
ば
、
人
が
生
き
て
い

く
為
に
必
要
な
、
食
の
安
全

や
大
切
さ
を
、
身
を
持
っ
て

学
習
し
た
り
体
験
で
き
る
場

を
増
や
し
て
み
て
は
、
ど
う

だ
ろ
う
か
？

　

最
近
そ
ん
な
事
を
考
え
る

年と

し齢
に
、
自
分
が
近
づ
い
て

来
た
の
か
な
ぁ
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
？

42
年
ぶ
り
に
、
わ
が
母

校
三
重
高
校
の
門
を
く
ぐ

る
。
１
０
６
名
の
卒
業
式
と

１
０
６
年
の
歴
史
に
幕
を
降

ろ
す
閉
校
式
に
出
席
す
る
た

め
に
。

　

こ
の
日
を
わ
が
胸
に
刻

み
、
そ
の
時
を
共
有
し
た
い

と
の
思
い
で
、
卒
業
生
の
保

護
者
、
同
窓
生
ら
で
体
育
館

は
ぎ
っ
し
り
と
、
埋
ま
っ
て

い
る
。

　

Ｏ
Ｂ
の
演
奏
す
る
な
か
、

気
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
こ
の

日
を
迎
え
た
喜
び
を
顔
一
杯

に
し
て
入
場
し
て
く
る
卒
業

生
、
拍
手
で
迎
え
る
私
た
ち

も
胸
が
熱
く
な
る
。

一
人
ひ
と
り
卒
業
証
書

を
い
た
だ
く
姿
に
「
頑
張
れ

よ
！
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

続
い
て
、
閉
校
式
と
な
り
、

校
旗
返
納
の
時
は
、
皆
の
ま

な
ざ
し
が
校
旗
に
集
中
し
て

感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

校
歌
を
こ
ん
な
に
思
い
を

込
め
て
歌
っ
た
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
校
舎
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
友
と
見
て
回
り
、
こ

の
学
び
舎
と
も
本
当
に
お
別

れ
か
と
思
う
と
、
閉
校
式
の

実
感
が
わ
い
て
く
る
。

　

社
会
の
変
化
、
生
徒
数

の
減
少
で
い
ろ
ん
な
議
論
の

末
、
三
重
総
合
高
校
が
開
校

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
校
も
今
年
全
学
年

揃
い
、
本
当
の
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
歴
史
を
一

つ
一
つ
築
い
て
行
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

犬飼町田原

後
ご

　藤
とう

　富
とみ

　子
こ

千歳町船田

武
む

　藤
とう

　俊
とし

　文
ふみ
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去
る
３
月
１
日
、
歴
史
あ
る
豊
後
大
野
市
内
の
３
校
が
閉
校
を

迎
え
ま
し
た
。

三
重
高
校
・
三
重
農
業
高
校
・
緒
方
工
業
高
校
あ
わ
せ
て
、
４
万

人
以
上
の
卒
業
生
を
送
り
だ
し
ま
し
た
。

３
校
の
閉
校
に
よ
り
、
新
た
に
誕
生
し
た
三
重
総
合
高
校
は
４
月

に
３
学
年
そ
ろ
っ
て
、
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

閉
校
と
な
っ
た
３
校
の
よ
う
な
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
歴
史
を

創
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
一
四
年
の　

歴
史
を
刻
み

惜
し
ま
れ
な
が
ら　

幕
を
引
く

人
に
別
れ
が　

あ
る
よ
う
に

と
う
と
う
こ
の
日
が　

や
っ
て
き
た

あ
り
が
と
う
母
校　

さ
ら
ば
三
重
農
高

■
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長　

赤
嶺　

謙
二

　

副
委
員
長　

渡
邊　

一
文

　

委　
　

員　

宇
薄　

克
哲

　
　
　
　
　
　

藤　

正
宏

　
　
　
　
　
　

小
野　

順
一

　
　
　
　
　
　

衞
藤　

竜
哉

※子どもの頃、三重農業高校は私の遊び場でした。

　在
ざいしょ

所を失くしたような気持ちです。廃校となった三重高校・緒方工

業高校のＯＢの皆さんも、同じ思いでは･･･。（Ａ）

◇６月定例会は
６月上旬に
開会予定です。

詳しくは議会事務局
 （TEL 22-1001）へ
お問い合わせください。

傍聴に
どうぞ！

さ
ら
ば
三
重
農
高

地
域
の
宝　

愛
さ
れ
た
の
に

守
っ
て
や
れ
ず　

悔
や
ま
れ
る

思
い
を
込
め
て　

手
を
振
ろ
う

尽
き
る
こ
と
な
い　

恩
恵
に

あ
り
が
と
う
母
校　

さ
ら
ば
三
重
農
高

夢
と
希
望
が　

膨
ら
ん
で
い
た

一
万
七
千　

同
窓
の

想
い
出
詰
ま
る　

通
学
路

あ
の
木
あ
の
庭　

あ
の
校
舎

あ
り
が
と
う
母
校　

さ
ら
ば
三
重
農
高

♪朝風は野に湧きて♪
最後の校歌を唄いました（三重高校）

▲OBも加わって（三重農業高校）

▲先生とお別れの握手（緒方工業高校）
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